
担 当 者 担当形態 開講時期 卒業要件 保育士 音楽療法 ディプロマポリシー

授業のテーマ及び到達目標

回 学修内容 事前学修 回 事後学修

1 オリエンテーション　　　　　　　　　
　　　　童謡の意義の振り返り　　　　
　　　　　　　　　　基本的姿勢、
タッチと音色

シラバスを読む。
明るく元気な音を
身につける

9 簡易版のない伴奏
の編曲の仕方を身
につける

2 ニ長調のコードとベース　　　　　　　
　　　　　　　　　　園生活の歌・登
園

ハ長調とニ長調の
コードを練習して
おく

10 ベースの表現の重
要性を意識する。

3 息づかいとフレーズ　　　　　　　　　
　　　　春の抒情的な歌

歌詞読みをして生
活の歌との違いを
感じ取る

11 スタッカートの切
り方で表現が変わ
ることを学ぶ

授業の概要

6 ピアノの基礎訓練　　　　　　　　　　
　　　　主旋律と伴奏形のバランス

片手・部分練習で
技術を上げフレー
ズや・形式を学ぶ

14 弾きやすくなる
コードの分散やリ
ズムの練習法を考
える

7 成果発表　　　　　　　　　　　　　　
　　　　個別の目標を立てる

人に伝える、気持
ちを込める等を意
識して練習する

15 こどもの感性を高
める表現に努め、
完全に暗譜する

割合(％)

80%

20%

担 当 者 担当形態 開講時期 卒業要件 保育士 音楽療法 ディプロマポリシー

授業のテーマ及び到達目標

回 学修内容 事前学修 回 事後学修

1 オリエンテーション　　　　　　　　　
　　　ピアノⅠ～Ⅲの総括

自己の到達度を振
り返り、夏休みの
課題を仕上げる

9 アウフタクトの開
始合図に慣れる

2 ヘ長調の分散和音　　　　　　　　　　
　　　行事の歌

躍動感のある明る
い音のための打鍵
と拍子感を練習

10 付点リズムの軽快
さを自然に出せる
訓練法を考える

3 ニ長調のコード伴奏　　　　　　　　　
　　　園生活の歌・登園

合理的な運指を予
習しておく

11 オリジナル又はそ
れに近い前奏をつ
ける意義を考える

授業の概要

6 付点リズムの順次進行　　　　　　　　
　　　秋のあそび歌

ハ長調の分散和音
を整理し、無駄の
ない右の運指を練
習

14 両手伴奏による弾
き歌いに発展させ
る

7 音の風物詩　　　　　　　　　　　　　
　　　秋の抒情的な歌

オリジナル楽譜を
調べ、楽語や表記
法を知る

15 童謡の目的、効
果、勉強法をまと
める

割合(％)

80%

20%

担 当 者 担当形態 開講時期 卒業要件 保育士 音楽療法 ディプロマポリシー

ＡＢＣＤＥＦ
２年次

科　目　名 単位数 対象学生 教職課程

MC2M1C03
合唱Ⅲ

菊村　隆史 単独 ２単位
音楽学科・こども学科

前期 必修

自己の表現方針・
方法を決め編曲し
仕上げる

選択必修 ＢＤＥＦ
２年次

授　　業　　計　　画

科　目　名 単位数 対象学生 教職課程

KC2M1C03
ピアノⅢ

田中　幸子・塩津　貴子・住江　智子
吉良　千波・光永　育

クラス分け １単位
こども学科

前期 必修

13 変拍子に慣れる　　　　　　　　　　　　
　　　生き物の歌

拍子が変わる曲の
拍どりを確実に理
解して譜読みをす
る

特色を持った歌は
園児に与える影響
を考え表現する

フレーズ感・呼吸
を意識し表現に繋
げるようにする

同名の曲・複数のペンネーム　　　　　　
　　　　　　　　　夏の歌

作詞・作曲者を丁
寧に調べ曲の背景
を知る

ピアノⅠ、Ⅱで学修したピアノ実
技の基礎に、新たな課題曲で子ど
もの感性の発達に役立つ音楽的表
現を深めるための個人レッスンを
行う。

5 付点リズムの連続と拍感　　　　　　　
　　　　生活の歌

軽快な付点リズム
の旋律を自由に弾
けるよう練習する

アクセントにより
表現が変わること
を感じ身につける

発表を聴き、感
想・意見を述べ、
自分の演奏を振り
返る

表現の振り返り　　　　　　　　　　　　
　　　まとめ

実技試験課題曲の
表現方法を整理し
暗譜に取り組む

8 情景に合わせた強弱の解釈　　　　　　
　　　　　　　　　　楽譜の読み取り

教科書以外の楽譜
も調べ自分に合う
伴奏形で練習する

曲の強弱の変化を
読み取り、表現に
反映させ身につけ
る

子どもの感性の発達に役立つ、子
どもに寄り添う音楽を探求する。
３，４年次の保育実習、幼稚園教
育実習、施設実習を視野に入れて
課題曲を確実に暗譜する。幼児を
前にしている想定で演奏すること
を習慣づける。

事後学修 学修内容 事前学修

レッスンカードの
使い方確認、毎週
の練習計画

歌詞の情景とフレーズ　　　　　　　　　
　　　季節の歌

歌詞の長い曲は表
現内容を考えて練
習する

ベース伴奏も並行
して使えるように
する

ヘ長調のコードとベース　　　　　　　　
　　　　　　　　　生活・行事の歌

園以外で耳にする
曲や歌は分析的に
譜読みする

情景を表す音楽的
表現を身につける

前奏を効果的に用いる　　　　　　　　　
　　　　　よく知られた童謡

フレーズの区切り
と歌詞の関係を考
え譜を読み込む

4 問と答え　　　　　　　　　　　　　　
　　　　抒情的対話の歌詞

ブレスの位置や区
切り方を考え語り
掛ける表現を学ぶ

親子・愛情・絆に
関する童謡や歌を
まとめる

12 マルカートとレガート　　　　　　　　　
　　　　　　　　　音の高さと音色

前奏が歌の旋律や
リズムを含まない
曲の練習法を考え
る

旋律のリズムが細
かい曲で効果的に
音を削る方法を模
索

教科書・テキスト等

ポケットいっぱいのうた(鈴木恵津子・冨田英也編著　教
育芸術社),こどものうた200(小林美実編　チャイルド社),
続・こどものうた200(小林美実編　チャイルド社)

成
績
評
価
基
準

評価方法 評価のポイント

期末試験（ピアノ実技） テンポ、フレーズ感

平常点 毎回の練習状況、レッスンへの取り組む姿勢

参考書・参考資料等
日本童謡２００選(日本童謡協会編　音楽之友社),音楽リ
ズム・幼児の歌(小林美実編　東京書籍)

選択必修 ＢＤＥＦ
２年次

授　　業　　計　　画

科　目　名 単位数 対象学生 教職課程

KC2M1C04
ピアノⅣ

田中　幸子・塩津　貴子・住江　智子
吉良　千波・光永　育

クラス分け １単位
こども学科

後期 必修

13 ６／８拍子を考える　　　　　　　　　　
　　行事の歌・お別れ会

ハ長調のコード伴
奏（分散和音）を
転ばないように練
習

左右の音符数、旋
律と伴奏（役割）
のバランスを研究

園児と一緒にリズ
ミカルに弾き歌い
できるようにする

ヘ長調のベース伴奏　　　　　　　　　　
　　行事の歌・卒園

旋律とベースを
別々に練習して
コードを書きこむ

ピアノⅢまでに学んだ表現法の発
展のために、音楽理論やソル
フェージュも駆使して、基礎訓練
を含んだ個人レッスンを行う。曲
の構成や背景、歌詞を調べて実技
練習に臨む。課題は確実に暗譜す
ると共に、子どもに向き合う想定
に慣れるよう指導する。

5 語りかける表現と音色　　　　　　　　
　　　童謡の名曲

歌詞の内容とアー
ティキュレーショ
ンに気を付けて弾
く

フレーズをしっか
り読み取り歌詞に
合った世界観を研
究

原調ニ長調と園児
向きのハ長調を練
習

ピアノⅣの振り返り　　　　　　　　　　
　　まとめ

旋律と歌詞、ブレ
スとフレーズを大
切にしながら暗譜

8 連弾　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　アンサンブルを楽しむ

自分のパートの個
人練習に責任を
持って取り組む

お互いの演奏を注
意深く聴き、意見
を交わせるよう研
究

童謡を内容（言葉・歌詞、音楽
性、情景・情感）から深く学ぶこ
とにより、心身の発達を促す教材
であることを認識する。子どもの
歌の伴奏としてふさわしい表現が
できること、そして基本の技術が
伴った演奏ができるようになる。
保育現場で通用する演奏を目指
し、指定された曲を確実に暗譜で
演奏する。

事後学修 学修内容 事前学修

よりよいレッスン
カード活用法を考
える

ト長調の分散和音　　　　　　　　　　　
　　冬の行事の歌

ト長調のコードを
復習しておく

確実な暗譜、幼児
を見ながら演奏で
きるようにする

付点リズム　　　　　　　　　　　　　　
　　冬の軽快な歌

単純な音取りに終
わらず、譜読みを
する大切さを知る

同名の他の曲につ
いても調べて練習

両手伴奏とベース伴奏　　　　　　　　　
　　　　元気な童謡

基本コードから少
し発展させたC6に
ついて調べ練習

4 コードの形が変わる伴奏　　　　　　　
　　　　　園生活の歌・降園

アルベルティバス
のみ、分散和音の
みで伴奏しておく

伴奏部分と歌のな
い後奏部分のバラ
ンスや奏法を研究

12 旋律の弾き方・連打　　　　　　　　　　
　　　リズミカルな歌

旋律のソルフェー
ジュ的予習をしっ
かりする

教科書・テキスト等

ポケットいっぱいのうた(鈴木恵津子・冨田英也編著　教
育芸術社),こどものうた200(小林美実編　チャイルド社),
続・こどものうた200(小林美実編　チャイルド社)

成
績
評
価
基
準

評価方法 評価のポイント

期末試験(ピアノ実技) テンポ、フレーズ感、「さんはい」等かけ声

平常点 毎回の練習状況、レッスンへの取り組む姿勢

参考書・参考資料等
日本童謡２００選(日本童謡協会編　音楽之友社),音楽リ
ズム・幼児の歌(小林美実編　東京書籍)

147



授業のテーマ及び到達目標

回 学修内容 事前学修 回 事後学修

1 ガイダンス　　　　　　　　　　　　　
　　　　授業計画発表・学修内容の説
明・パート編成分け

シラバスを確認 9 課題に基づき復
習・反復練習

2 合唱（コーラス・アンサンブル）のた
めの基本的な発声法の修得とその実習
①呼気のコントロールと発声のメカニ
ズムについて研究する。

演習楽曲の研究
と練習

10 課題に基づき復
習・反復練習

3 合唱（コーラス・アンサンブル）のた
めの基本的な発声法の修得とその実習
②安定感のあるブレスに立脚した声に
ついて研究す。

演習楽曲の研究
と練習

11 課題に基づき復
習・反復練習

授業の概要

6 アンサンブル・トレーニングの修得と
その実習②
移動ド唱法とソルミゼーションその２

演習楽曲の研究
と練習

14 課題に基づき復
習・反復練習

7 アンサンブル・テクニックの修得とそ
の応用①単旋律聖歌、オルガヌム等を
用いて完全４度または完全５度の響き
を味わい音程感覚を養う。

演習楽曲の研究
と練習

15 課題に基づき復
習・反復練習

割合(％)

50%

30%

20%

担 当 者 担当形態 開講時期 卒業要件 保育士 音楽療法 ディプロマポリシー

授業のテーマ及び到達目標

回 学修内容 事前学修 回 事後学修

1 ガイダンス　　　　　　　　　　　　　
　　　　作品演奏にふさわしい発声、
発語に留意しながら和声的感覚を養う
トレーニングに取り組む

シラバスを確認 9 課題に基づき復
習・反復練習

2 楽曲演奏と実習①
組曲第１曲の演奏

演習楽曲の研究
と練習

10 課題に基づき復
習・反復練習

3 楽曲演奏と実習②
組曲第２曲の演奏

演習楽曲の研究
と練習

11 課題に基づき復
習・反復練習

授業の概要

6 楽曲演奏と実習⑤
組曲第５曲の演奏

演習楽曲の研究
と練習

14 課題に基づき復
習・反復練習

7 楽曲演奏と実習⑥
組曲第６曲の演奏

演習楽曲の研究
と練習

15 合唱音楽につい
てまとめる

割合(％)

50%

30%

20%

教科書・テキスト等

必要に応じて配布、または個人購入して使用する,詳細は
授業時に指示する。 成

績
評
価
基
準

評価方法 評価のポイント

課題演奏 演奏に学修課題を活かせている

課題　／　レポート 合唱曲、アンサンブルについての考察

参考書・参考資料等
平常点（態度・行動観察） 授業態度、積極的な取り組み

演習楽曲の研究
と練習

課題に基づき復
習・反復練習

コダーイ・システムの概念に基づ
き、合唱音楽の演奏にふさわしい
清潔な声と音程感覚を養いながら
様々な合唱作品に取り組む。

5 楽曲演奏と実習④
組曲第４曲の演奏

演習楽曲の研究
と練習

課題に基づき復
習・反復練習

13 リハーサル 既習事項のまと
めと練習

課題に基づき復
習・反復練習

課題に基づき復
習・反復練習

演奏会 既習事項のまと
めと練習

課題に基づき復
習・反復練習

総括と反省 既習事項のまと
めと練習

8 楽曲演奏と実習⑦
組曲第７曲の演奏

演習楽曲の研究
と練習

課題に基づき復
習・反復練習

ＡＢＣＤＥＦ
２年次

授　　業　　計　　画

古典から近現代までのあらゆる合
唱作品に触れながら「声」による
アンサンブル表現の多様性と可能
性を体感するとともに、合唱作品
の演奏に際して必要となる基本的
なテクニックを習得することを目
標とし、芸術としての合唱音楽の
本質的な魅力に迫ることができる

事後学修 学修内容 事前学修

計画を立てる 楽曲演奏と実習⑧
組曲第８曲の演奏

演習楽曲の研究
と練習

課題に基づき復
習・反復練習

楽曲演奏と実習⑨
組曲第９曲の演奏

演習楽曲の研究
と練習

課題に基づき復
習・反復練習

楽曲演奏と研究⑩
全曲通し練習その１

演習楽曲の研究
と練習

4 楽曲演奏と実習③
組曲第３曲の演奏

演習楽曲の研究
と練習

課題に基づき復
習・反復練習

12 楽曲演奏と研究⑪
全曲通し練習その２

科　目　名 単位数 対象学生 教職課程

MC2M1C04
合唱Ⅳ

菊村　隆史・桑原　理恵・村橋　和子 複数 ２単位
音楽学科・こども学科

後期 必修

教科書・テキスト等

必要に応じて配付、または個人購入して使用する,詳細は
授業時に指示する。 成

績
評
価
基
準

評価方法 評価のポイント

課題演奏 演奏に学修課題を活かせている

課題　／　レポート 合唱曲、アンサンブルについての考察

参考書・参考資料等
平常点（態度・行動観察） 授業態度、積極的な取り組み

演習楽曲の研究
と練習

課題に基づき復
習・反復練習

コダーイ・システムの概念に基づ
き、合唱音楽の演奏にふさわしい
清潔な声と音程感覚を養いながら
様々な合唱作品に取り組む。

5 アンサンブル・トレーニングの修得と
その実習①
移動ド唱法とソルミゼーションその１

演習楽曲の研究
と練習

課題に基づき復
習・反復練習

13 まとめ　　　　　　　　　　　　　　　　
　　グループ別研究発表と考察①

演習楽曲の研究
と練習

課題に基づき復
習・反復練習

課題に基づき復
習・反復練習

まとめ　　　　　　　　　　　　　　　　
　　グループ別研究発表と考察②

演習楽曲の研究
と練習

課題に基づき復
習・反復練習

前期の総括 演習楽曲の研究
と練習

8 アンサンブル・テクニックの修得とそ
の応用②カノン、オスティナート、2
～3声の楽曲、様々なコーラス・アン
サンブルの研究をする。

演習楽曲の研究
と練習

課題に基づき復
習・反復練習

授　　業　　計　　画

古典から近現代までのあらゆる合
唱作品に触れながら「声」による
アンサンブル表現の多様性と可能
性を体感するとともに、合唱作品
の演奏に際して必要となる基本的
なテクニックを習得することを目
標とし、芸術としての合唱音楽の
本質的な魅力に迫ることができる

事後学修 学修内容 事前学修

計画を立てる 楽曲演奏と研究①
課題楽曲Ａの実習、アーティキュレー
ションについて研究する。

演習楽曲の研究
と練習

課題に基づき復
習・反復練習

楽曲演奏と研究②
課題楽曲Ａの実習、発語（ディクショ
ン）について研究する。

演習楽曲の研究
と練習

課題に基づき復
習・反復練習

楽曲演奏と研究③
課題楽曲Ｂの実習、アーティキュレー
ションについて研究する。

演習楽曲の研究
と練習

4 合唱（コーラス・アンサンブル）のた
めの基本的な発声法の修得とその実習
③様々なパッセージを歌唱し自らの声
と音域について研究する。

演習楽曲の研究
と練習

課題に基づき復
習・反復練習

12 楽曲演奏と研究④
課題楽曲Ｂの実習、発語（ディクショ
ン）について研究する。
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担 当 者 担当形態 開講時期 卒業要件 保育士 音楽療法 ディプロマポリシー

授業のテーマ及び到達目標

回 学修内容 事前学修 回 事後学修

1 オリエンテーションと授業の進め方に
ついての説明

シラバスを読
む。

9 授業内容の復習

2 基本的なリズム・ソルフェージュと現
場で使用する打楽器の様々な奏法およ
び調整の仕方の学修①。

現場で使用する
楽器の種類を考
える。

10 授業内容の復習

3 基本的なリズム・ソルフェージュと現
場で使用する打楽器の様々な奏法およ
び調整の仕方の学修②。

前時の授業をも
とに練習する。

11 授業内容の復習

授業の概要

6 基本的なリズム・ソルフェージュと現
場で使用する打楽器の様々な奏法およ
び調整の仕方の学修⑤。

前時の授業をも
とに練習する。

14 発表会の振り返
り

7 グループによるリズム・ソルフェー
ジュの学習と打楽器のアンサンブルの
練習①。

自分の担当パー
トの確認

15 学修のまとめと
してレポートを
作成する。

割合(％)

60%

20%

20%

担 当 者 担当形態 開講時期 卒業要件 保育士 音楽療法 ディプロマポリシー

授業のテーマ及び到達目標

回 学修内容 事前学修 回 事後学修

1 オリエンテーションと授業の進め方に
ついての説明

シラバスを読む 9 授業内容の復習

2 鍵盤ハーモニカの奏法を学ぶ①。 教科書で鍵盤
ハーモニカの奏
法を予習する。

10 授業内容の復習

3 鍵盤ハーモニカの奏法を学ぶ②。 課題曲を練習す
る。

11 授業内容をレ
ポートにまとめ
る

授業の概要

6 鍵盤ハーモニカを含む合奏② 前時の授業をも
とに練習する。

14 授業内容の復習

7 鍵盤ハーモニカを含む合奏③ 前時の授業をも
とに練習する。

15 まとめのレポー
トを作成する。

割合(％)

50%

30%

20%

教職課程

リード楽器（鍵盤ハーモニカ）の
奏法と幼児合奏における使い方を
学ぶ。他の楽器との合奏を通して
聴く力を育み、こどもたちの協調
性と社会性を涵養する。基礎とし
てのリズム・ソルフェージュも毎
回行う。

グループによるリード楽器と打楽器のア
ンサンブル練習②

グループによるリード楽器と打楽器のア
ンサンブル発表

幼児合奏指導について

グループによるリード楽器と打楽器のア
ンサンブル練習①

グループによるリード楽器と打楽器のア
ンサンブル②

グループによるリード楽器と打楽器のア
ンサンブル練習③

発表会とまとめ

課題曲を練習す
る。

授業内容の復習 13

授業内容の復習 12 授業内容の復習

授業内容の復習

選択必修必修
こども学科

ＡＣＤＥ

8 グループによるリード楽器と打楽器の
アンサンブル練習①

課題曲を予習す
る。

授業内容の復習

前時の授業をも
とに練習する。

授業内容の復習

5 鍵盤ハーモニカを含む合奏①。 発表会の練習

発表会の練習

これまでの授業
内容の振り返り

授業内容の復習

教科書・テキスト等

『保育で使える合奏楽譜ベストセレクション』(ひかりの
くに) 成

績
評
価
基
準

評価方法 評価のポイント

平常点（積極性、理解度 事前事後学修に基づく授業への参加態度

課題　／　レポート レポート書式での作成、テーマに沿った内容

参考書・参考資料等
パフォーマンスとしての完成度鍵盤ハーモニカは各自で準備して下さい 発表会の評価

２年次

授　　業　　計　　画

リード楽器（鍵盤ハーモニカ）を
用いる幼児合奏の指導ができるよ
うになる。

事後学修 学修内容

教科書を読む

授業内容の復習

後期

授業内容の復習

4 鍵盤ハーモニカの奏法を学ぶ③。 課題曲を練習す
る。

事前学修

前時の授業をも
とに練習する。

幼児の発達段階
を調べる。

課題曲を予習す
る。

授業内容の復習

選択必修 ＡＤＥＦ
２年次

授　　業　　計　　画

科　目　名 単位数 対象学生 教職課程

KC2M1N24
幼児合奏指導Ⅰ

木野　聖子 複数 ２単位
こども学科

前期 必修

　幼児教育で扱う打楽器の基本的
な奏法を習得し、人と合わせるた
めのリズム・ソルフェージュを通
して合奏を行うための基礎を身に
つけることができる。

事後学修 学修内容 事前学修

授業に備える。 グループによるリズム・ソルフェージュ
の学習と打楽器のアンサンブルの練習
③。

13 打楽器のアンサンブルの練習⑦。 発表会の練習 授業内容の復習

授業内容の復習 発表会 発表会の練習

　授業を前半と後半に分け、前半
ではリズム・ソルフェージュを行
い、後半では打楽器奏法の基礎を
学ぶ。現場で必要となる様々な打
楽器に触れ、こどもたちの音楽性
を伸ばす技術を身につけるととも
に、協調性や社会性など幼児期に
必要な資質を育む基礎を学ぶ。

5 基本的なリズム・ソルフェージュと現
場で使用する打楽器の様々な奏法およ
び調整の仕方の学修④。

前時の授業をも
とに練習する。

授業内容の復習

授業内容の復習 まとめ〜これまでの流れを振り返り、授
業内容を復習する。

これまでの授業
内容の振り返り

8 グループによるリズム・ソルフェー
ジュの学習と打楽器のアンサンブルの
練習②。

自分の担当パー
トの確認

授業内容の復習

自分の担当パー
トの確認

授業内容の復習 打楽器のアンサンブルの練習④。 自分の担当パー
トの確認

授業内容の復習 打楽器のアンサンブルの練習⑤。 自分の担当パー
トの確認

4 基本的なリズム・ソルフェージュと現
場で使用する打楽器の様々な奏法およ
び調整の仕方の学修③。

前時の授業をも
とに練習する。

授業内容の復習 12 打楽器のアンサンブルの練習⑥。 発表会の練習

教科書・テキスト等

成
績
評
価
基
準

評価方法 評価のポイント

平常点（積極性、理解度） 事前・事後学修に基づく授業への参加態度

課題　／　レポート レポート書式での作成、テーマに沿った内容

参考書・参考資料等
授業中に適宜指示 発表会の評価 パフォーマンスとしての完成度

科　目　名 単位数 対象学生

幼児合奏指導Ⅱ 木村　博子 単独 ２単位
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担 当 者 担当形態 開講時期 卒業要件 保育士 音楽療法 ディプロマポリシー

授業のテーマ及び到達目標

回 学修内容 事前学修 回 事後学修

1 オリエンテーション シラバスを読む 9 授業内容の復習

2 身体を作る①〜姿勢、立ち方、脚と手
の動きの基礎

配布資料の身体
の動きを実践す
る

10 授業内容の復習

3 身体を作る②〜方向、足の運び、回転 身体の動きを復
習する

11 授業内容の復習

授業の概要

6 「ラ・フォリア」のパターンによる創
作②

腕の位置と方向
を考える

14 発表会の振り返り

7 「ラ・フォリア」のパターンによる創
作③

フォーメーショ
ンを考える

15 学修のまとめと
してレポートを
作成する

割合(％)

60%

20%

20%

担 当 者 担当形態 開講時期 卒業要件 保育士 音楽療法 ディプロマポリシー

授業のテーマ及び到達目標

回 学修内容 事前学修 回 事後学修

1 オリエンテーション シラバスを読む 9 授業内容の復習

2 既存曲の練習① 担当部分を練習
する

10 授業内容の復習

3 既存曲の練習② 担当部分を練習
する

11 授業内容の復習

授業の概要

6 発表会 発表会に向けた
練習をする

14 授業内容の復習

7 音楽劇創作①〜担当を決める 原作を読み、構
想を練る

15 授業のまとめ作
成（レポート
２）

割合(％)

60%

20%

20%

授業内容の復習

選択必修 ＡＤＥＦ
３年次

授　　業　　計　　画

科　目　名 単位数 対象学生 教職課程

KC2M3N26
幼児合奏指導Ⅲ

木村　博子 単独 ２単位
こども学科

前期 選択

13 自由曲によるグループ創作④ 発表会の練習 授業内容の復習

創作内容を紙に
まとめる

発表会 発表会の練習

　美しい動作と基本パターンを習
得した後、カスタネットを使った
簡単なダンス（「ラ・フォリ
ア」）を創作する。さらに自由な
楽曲と振り付けによる、楽器を
使ったパフォーマンスを創作す
る。

5 「ラ・フォリア」のパターンによる創
作①

足の運びとカス
タネットのリズ
ムを考える

創作内容を紙に
まとめる

創作内容を紙に
まとめる

まとめ〜これまでの流れを振り返り、授
業内容を復習する

これまでの授業
内容の振り返り

8 自由曲による創作① 曲とダンスの種
類、使用楽器を
考える

授業内容の復習

　楽器演奏と身体的動きを組み合
わせたパフォーマンスができる。
美しい立ち居振る舞いができ、自
信を持って子供の前に立つことが
できる。フォーメーションを考案
し、こどもたちを指導することが
できる。

事後学修 学修内容 事前学修

配布資料を読む 自由曲による創作② 前時の続きを考
える

授業内容の復習 自由曲によるグループ創作① 曲と振り付け、
使用楽器につい
て考える

授業内容の復習 自由曲によるグループ創作② 自分の担当パー
トの練習

4 「ラ・フォリア」の練習。カスタネッ
トのリズム練習

カスタネットの
様々な奏法を復
習する

授業内容の復習 12 自由曲によるグループ創作③ 発表会の練習

授業内容の復習

教科書・テキスト等

プリント配布
成
績
評
価
基
準

評価方法 評価のポイント

平常点（積極性、理解度） 事前・事後学修に基づく授業への参加態度

課題　／　レポート レポート書式での作成、テーマに沿った内容

参考書・参考資料等
カスタネットは各自で準備すること 発表会の評価 パフォーマンスとしての完成度

選択必修 ＡＤＥＦ
３年次

授　　業　　計　　画

科　目　名 単位数 対象学生 教職課程

KC2M3N27
幼児合奏指導Ⅳ

木村　博子 単独 ２単位
こども学科

後期 選択

13 音楽劇創作⑦〜発表会への最終調整 本番に向けた準
備

授業内容の復習

発表会の振り返
りをまとめる
（レポート１）

発表会 本番に向けた準
備

　これまでの総合として、楽器伴
奏つきの短い音楽劇を創作し、４
年次の卒業研究（ミュージカル）
に備える。ポール・ノードフの
『マザー・グース』から「ジャッ
クとジル」または既存の幼児向け
オペレッタを例として学習した
後、自ら題材を創作または、既成
曲を組み合わせて音楽劇を創る。

5 既存曲の練習④ 発表会に向けた
練習をする

授業内容の復習

自分の担当の創
作

全体のまとめ 発表会の振り返
り

8 音楽劇創作②〜意見を出し合う 自分の担当の創
作

授業内容の復習

　楽器伴奏つきの短い音楽劇を創
作することができる。

事後学修 学修内容 事前学修

既存教材に目を
通す

音楽劇創作③〜合わせ練習 自分の担当の練
習

授業内容の復習 音楽劇創作④〜合わせ練習 自分の担当の練
習

授業内容の復習 音楽劇創作⑤〜合わせ練習 自分の担当の練
習

4 既存曲の練習③ 全体の流れを把
握する

授業内容の復習 12 音楽劇創作⑥〜発表会への準備 セッティング等
を考える

教科書・テキスト等

プリント配布
成
績
評
価
基
準

評価方法 評価のポイント

平常点（積極性、理解度） 事前・事後学修に基づく授業への参加態度

課題　／　レポート レポート書式での作成、テーマに沿った内容

参考書・参考資料等
保育で使える合奏楽譜ベストセレクション(ひかりのくに) 発表会の評価 パフォーマンスとしての完成度
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担 当 者 担当形態 開講時期 卒業要件 保育士 音楽療法 ディプロマポリシー

授業のテーマ及び到達目標

回 学修内容 事前学修 回 事後学修

1 音楽の成り立ち、主要三和音と副三和
音

シラバスをよく
読む

9 授業でしたこと
の復習をする

2 和音とコードネーム・キーボードハー
モニー①スケール

シラバスをよく
読む

10 授業でしたこと
の復習をする

3 和音とコードネーム・キーボードハー
モニー②カデンツ

シラバスをよく
読む

11 授業でしたこと
の復習をする

授業の概要

6 コードネームによる和音の連結（属7
を含む）

シラバスをよく
読む

14 授業でしたこと
の復習をする

7 Ⅰ．Ⅳ．Ⅴ．Ⅴ7による伴奏付け シラバスをよく
読む

15 授業でしたこと
の復習をする

割合(％)

60%

20%

20%

担 当 者 担当形態 開講時期 卒業要件 保育士 音楽療法 ディプロマポリシー

授業のテーマ及び到達目標

回 学修内容 事前学修 回 事後学修

1 基本動作１（3級必修単位）
美しい姿勢、静止間の方向変換

シラバスを熟読 9 配布の簡単な
ルーティーンを
解答しておく

2 基本動作２
Ｌ字動作で前進、足踏み、方向変換の
行進間動作

Ｌ字動作順列の
予習

10 配布の楽譜を見
ておく

3 ドリルパターン１　
４人一組のピンフィール（ＲＰ、Ｌ
Ｐ）トリックスピン（ＲＴＳ、ＬＴ
Ｓ）の演習

Ｌ字動作を完成
させておく

11 コンテを完成す
る

授業の概要

6 コンビネーション２（3級必修単位）
ドリルパターン２を組み合わせ、実際
のドリルへの結びつき

クロスオー
バー、ＭＭ系等
の記号の予習

14 試験に向けた練
習

7 マーチング理論１
マーチングの歴史、マーチング用語、
記号

配布資料の熟読 15 マーチング指導
について考えを
まとめる

割合(％)

50%

50%

授業でしたこと
の復習をする

選択必修 ＣＤＥ
２年次

授　　業　　計　　画

科　目　名 単位数 対象学生 教職課程

KC2M1XT28
ハーモニーⅠ

中村　真貴 単独 ２単位
こども学科

後期 必修

授業でしたこと
の復習をする

授業でしたこと
の復習をする

童謡の伴奏付け/キーボードアンサンブル
⑤復習

シラバスをよく
読む

ハーモニーⅠでは、昨今の幼児の
音楽環境に対応し実践力をつける
ため、コードネーム、キーボー
ド・ハーモニーの基礎を学び、簡
易伴奏付け、弾き歌いへと発展さ
せる。

5 和音とコードネーム・キーボードハー
モニー④これまでの復習

シラバスをよく
読む

授業でしたこと
の復習をする

授業でしたこと
の復習をする

まとめ（総復習） シラバスをよく
読む

8 コードネームによる童謡の伴奏付け
（片手伴奏、両手伴奏）

シラバスをよく
読む

授業でしたこと
の復習をする

童謡の伴奏付け/キーボードアンサンブル
①伴奏してみる

シラバスをよく
読む

授業でしたこと
の復習をする

童謡の伴奏付け/キーボードアンサンブル
②調を変えて伴奏してみる

シラバスをよく
読む

4

13 童謡の伴奏付け/キーボードアンサンブル
④メロディの調を変えてコードをつける

シラバスをよく
読む

和音とコードネーム・キーボードハー
モニー③コード

シラバスをよく
読む

授業でしたこと
の復習をする

12 童謡の伴奏付け/キーボードアンサンブル
③メロディにコードをつける

シラバスをよく
読む

教科書・テキスト等

楽譜等を授業時に指定
成
績
評
価
基
準

評価方法 評価のポイント

期末試験 実技試験

課題／レポート 課題への取り組み

参考書・参考資料等
平常点（態度・行動観察） 受講態度

本来の機能和声の基礎を学び理解
したうえで、幼児期の音楽教育に
よりよい影響と楽しさを与えるこ
との出来る指導者を育成すること
を目標とする。

事後学修 学修内容 事前学修

授業でしたこと
の復習をする

歌唱曲（童謡）の分析と発展 シラバスをよく
読む

授業でしたこと
の復習をする

科　目　名 単位数 対象学生 教職課程

KC2M3N30
マーチング指導法

単独 1単位
両学科

選択

5 コンビネーション１（3級必修単位）
ドリルパターン１を組み合わせ、実際
のドリルへの結びつき

8 マーチング理論２
構成と演出の考え方

マーチングを教育の一環として捉
え、コンテの書き方、実技指導法
を習得することを目標とする。日
本マーチングバンド協会制定の３
級指導員」ライセンス取得。

4 ペーパートレーニング（3級必修単
位）
デザインペーパーの理解。記号とのリ
ンク

原　幸雄 前期

ＲＰ、ＬＰ、Ｒ
ＴＳ、ＬＴＳの
記号の予習

コンビネーショ
ン１の組み合わ
せの例題練習

13 ドラムメージャー　基本操法２
パレードに必要な演奏開始等のサイン

配布資料の熟読

ＣＤＥ
３年次

授　　業　　計　　画

音楽的・体育的・精神的・社会的
な教育効果が考えられるマーチン
グについての基本動作やコンビ
ネーションを体得する。コンテ作
成の考え方を学ぶ。

事後学修 学修内容 事前学修

静止間の方向変
換を練習

コンテ作成１
デザインペーパーの理解。記号とのリン
ク

コンテ用紙、記
号表を準備する

Ｌ字動作を練習
する

コンテ作成２　　　音楽との同期
ペーパートレーニング

ペーパートレー
ニングについて
疑問点をまとめ
る

ＲＰ、ＬＰ、Ｒ
ＴＳ、ＬＴＳの
練習

コンテ作成３
楽曲に合わせたコンテの作成

配布の楽譜の構
成を調べる

コンテ用紙、記
号表を準備する

配布の簡単な
ルーティーンを
解答しておく

12 ドラムメージャー　基本操法１
ドラムメジャーの任務と役割。持ち方、
方向変換サイン

配布資料の熟読 本時の内容を練
習

本時の内容を練
習

コンビネーショ
ン２の組み合わ
せ課題練習

ドラムメージャー　基本操法
パレードを想定したサインの実践

自分なりにパ
レードを想定し
たサインの練習

用語、記号を覚
える

まとめ（３級検定）
Ｌ字動作、コンビネーション、筆記試験

コンテ提出

配布資料の熟読 構成と演出につ
いてまとめる

教科書・テキスト等

講師作成の資料による。指導書
成
績
評
価
基
準

評価方法 評価のポイント

実技試験 基本動作の完成

筆記試験 指導者としての基本的な知識の理解

参考書・参考資料等
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